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ビエンナーレ／トリエンナーレをはじめとした大型の展覧会やフェスティバルは、日本やアジア太
平洋地域でも増え続けており、現代美術の制作と普及の大きな資源であり舞台となっています。
これらの事業の多くは、世界各地のアーティストやキュレーターの参加を通じてグローバルな発
信やネットワークの構築を志向しながらも、地域の歴史、政治、文化の状況を考察し応答するた
めの知的・文化的活動のプラットフォームを形成することを目的としています。
このような大型展の増加に伴い、キュレーターがより広域で活動するためのインフラは東南アジ
アの各地でもさらに増え、整いつつあると同時に、キュレーターが展覧会という事業を通して関わ
る社会の状況を踏まえ、どのような表現をいかに提示するか、より細やかな工夫や精緻な戦略が
求められています。加えて、国家を含む多数のステークホルダーからの経済的支援に頼らざるを
得ない大規模な展覧会に期待されている「成功」はさまざまな制限となって、キュレーションにお
ける実験的な試みを難しいものとしているという状況もあります。
今回のシンポジウムでは、これらを背景に、ジャカルタを拠点とし、2022年ドクメンタ15でディレ
クターを務めるルアンルパのアデ・ダルマワン、デリーを拠点に活動し、2020年のヨコハマトリエ
ンナーレでディレクターを務めるラクス・メディア・コレクティヴのジーベシュ・バグチ、クアラルン
プールのファイブ・アーツ・センターのマーク・テ、そして来る８月から開催されるあいちトリエン
ナーレのチーフ・キュレーターを務める飯田志保子を招きます。
彼らが手がける展覧会が開催される場と、またその社会における文化生産のシステムが、現代美
術の実践に与える可能性と制限とに向き合いながら、局地的・具体的な文脈をどのように扱い、
つなげ、発信するのかを探ります。

このたび日本と東南アジアの文化交流事業を幅広く紹介する事業
「響きあうアジア2019」の一環として、2018年12月から2019年
3月にかけて山口情報芸術センター［YCAM］で開催した展覧会
「呼吸する地図たち」を再構成し、映像アーカイヴ展示と選りすぐり
のレクチャー・パフォーマンスをご紹介します。
国際交流基金アジアセンターでは、東南アジアと日本の若手キュ
レーターの相互理解をもとに、新しいネットワーク構築を目的とし
た協働美術事業「Condition Report」を2015年から開始し、
2017年度には東南アジアの各都市で様々な事業を実施しまし
た。そのテーマは「東南アジアとは何か」です。YCAMにおける「呼
吸する地図たち」は、この「Condition Report 」の日本における
成果展として開催したものです。
さらに、東南アジアと日本の美術環境を再考する「国際シンポジウ
ム2019  エキシビション・メイキング：文脈を繋ぐ、作る、届ける現
代美術」は、世界的に国際展が増え、アジア太平洋地域のキュレー
ターやアーティストがこれまで以上に異なる文化を横断して活動す
る場が増えている現状を背景に、そこで立ち上がってきた諸々の
課題を明らかにし、よりよい方向性を探っていこうとするものです。
本事業は、展示、レクチャー・パフォーマンス、トーク、シンポジウム
を通じて、アジア太平洋地域の現代美術の「今」と「未来」、そして
東南アジアの文化を考える６日間です。
皆さまのご来場をお待ちしています。
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国際シンポジウム2019

［登壇者］
 
アデ・ダルマワン｜Ade Darmawan
1974年ジャカルタ生まれ。アーティスト、キュレーター。アーティスト・コレクティ
ヴのルアンルパの代表で「ドクメンタ2022」の芸術監督のメンバー。1992年か
ら97年までインドネシア芸術大学で学び、1997年チェメティ現代美術ギャラ
リー（現在のチェメティ・アート・ハウス）で初の個展。その後、オランダのライクス
アカデミーに留学。帰国後の2000年に５人の作家たちと共にルアンルパを設
立し、社会的・文化的文脈―特に都市空間や環境―における視覚芸術の実践
を追求。ルアンルパを協働のプラットフォームとし、インドネシア内外で活動の幅
を広げ、第4回光州ビエンナーレ（2002年）をはじめイスタンブール（2005
年）、シンガポール（2011年）、アジア・パシフィック現代美術トリエンナーレ
（2012年）などの国際展に多数参加。また2009年からジャカルタ・ビエンナー
レの芸術監督を務め13年から17年までは総合ディクター。さらにその活動の
場は大きく飛躍し、今春、ドイツ・カッセルの「ドクメンタ2022」の芸術監督にア
ジア初で指名されたことがビッグニュースとなり、その企画に注目が集まる。
 
ジーベシュ・バグチ｜Jeebesh Bagchi
1965年ニューデリー生まれ。アーティスト。1992年結成された３名からなる
アーティスト・コレクティヴ「ラクス・メディア・コレクティヴ」のメンバーであり来年
の「ヨコハマ・トリエンナーレ2020」の芸術監督のひとり。「動的熟考 / kinetic 
contemplation （ラクスによる造語）」を活動の核とし、彼らの実践は、作品の
制作、展覧会のキュレ―ション、パフォーマンスのプロデュース、執筆など多岐に
渡り、表現形式もメディアも多様。また、建築家、コンピュータ・プログラマー、ライ
ター、キュレーター、舞台演出家ら専門家や市民とのコラボレーションも豊富
で、多面的な作品やプロジェクトを多数実現している。キュレーターとして企画
した展覧会としては、直近では「In the Open or in Stealth－-The Unruly 
Presence of an Intimate Future」（バルセロナ現代美術館[MACBA]、バ
ルセロナ、2018-19年）第11回上海ビエンナーレ「Why Not Ask Again: 
Arguments, Counter-arguments, and Stories」（2016-17年）があり、
個展だけでも、英国、米国、ドイツ、スペイン、アルゼンチン、メキシコなど世界中
で開催されており、国際展への参加も多数。
 
飯田志保子｜Iida Shihoko
1975年東京都生まれ。キュレーター。「あいちトリエンナーレ2019」のチーフ・
キュレーター。1998年開館準備期から11年間東京オペラシティアートギャラ
リーに勤務。主な企画は「ヴォルフガング・ティルマンス― Freischwimmer」
（2004年）、「トレース・エレメンツ―日豪の写真メディアにおける精神と記憶」
（東京オペラシティアートギャラリー、2008年／パフォーマンス・スペース、シド
ニー、2009年）など。2009年から2011年までブリスベンのクイーンズランド州
立美術館｜現代美術館の研究機関ACAPAに客員キュレーターとして在籍。帰
国後「第15回アジアン・アート・ビエンナーレ・バングラデシュ 2012」（日本公
式参加）、「あいちトリエンナーレ2013」、「札幌国際芸術祭2014」など国際展
のキュレーターを歴任。2014年10月から2018年3月まで東京藝術大学准教
授。アジア地域の現代美術、共同企画、美術館やビエンナーレをはじめとする
芸術文化制度と社会の関係に関心を持ち、ソウル、オーストラリア複数都市、
ニューデリー、ジャカルタ各地域で共同企画展を実践している。
 
マーク・テ｜Mark Teh
1981年クアラルンプール生まれ。演出家。リサーチャー。マレーシアを拠点に活
動するアーティストやアクティビスト、プロデューサーたちの共同体「ファイブ・
アーツ・センター」のメンバー。「呼吸する地図たち」コ・キュレーター。ロンドン大
学ゴールドスミス校芸術政治学修士課程修了。ファイブ・アーツ・センターの
様 な々プロジェクトを通じて、特に歴史、記憶、都市の問題を考察し、その成果
は主に舞台芸術として発表されているが、マラヤ共産党を取り上げた≪The 
1955 Baling Talks≫は世界各国の芸術祭で高い評価を受けている。近年
では、教育の現場や展覧会のキュレーション、執筆といった活動も多い。
 
 
［モデレーター］

 
アンドリュー・マークル｜Andrew Maerkle
1981年生まれ。アートライター、編集者。元『Art Asia Pacific』誌副編集長。
現在はART iTインターナショナル版副編集長を務めるほか、海外のアートマガ
ジン『Artforum』や『frieze』にも寄稿。現代美術史に関する研究を行いなが
ら、日本を中心とした現代美術イベント関連の記事を主に執筆。
 

崔敬華｜Che Kyongfa
1977年兵庫生まれ。東京都現代美術館学芸員。2000年にロンドン大学
ゴールドスミス校にて修士号（美術史・美術理論）を取得後、2006年、ス
ウェーデンのマルメ・アート・アカデミーにてクリティカル・スタディーズ（Post 
MA）を修了。東京をはじめ、シンガポール、オーストラリア、インドネシア、韓国
などの美術組織で展覧会制作に関わり、2013年から現職。企画した主な展
覧会に、「The Demon of Comparisons」（共同企画、ステデリック・ミュー
ジアム・ビューロー、アムステルダム、2009年）、「Fog Dossier」、（アートソン
ジェセンター、ソウル、2010年）、「Omnilogue: Journey to the West」（共
同企画、ラリット・カラ・アカデミー、ニューデリー、2012年）、「他人の時間」（共
同企画、東京都現代美術館ほか、2015-16年）などがある。現在パリの
KADISTとの共同企画として、藤井光の個展「 Les nucléaires et les 
choses （核と物）」が開催されている。

2019年7月13日［土］  
東京芸術劇場 ギャラリー 1

［インスタレーション＆映像アーカイヴ展示］

2019年7月10日［水］―15日［月・祝］ 
13：00-18：00（最終日15日は17：00まで）
入場無料（どなたでも自由にご覧いただけます）
ホー・ツーニェン、カルロス・セルドラン、
ファリッシュ・ヌール、 ジャネット・ピレイ、 オクイ・ララ、
チ・トゥー、小原真史、西尾佳織

［レクチャー＆レクチャー・パフォーマンス＆シンポジウム］
入場無料（事前申込制）｜定員100名

7月10日［水］ 19:00-20:30
ホー・ルイアン
レクチャー・パフォーマンス

「アジア・ザ・アンミラキュラス」（英語｜日本語字幕）

7月11日［木］ 19：00-21：00
マーク・テ＋井高久美子
トンチャイ・ウィニッチャクン（特別ゲスト）
キュレーター、ゲスト・スピーカーによるイントロダクション 

「時代を超える地理的身体」（英語・日本語｜逐次通訳）

7月12日［金］ 19:00-20:30
イルワン・アーメット＆ティタ・サリナ
レクチャー・パフォーマンス

「ネーム・ロンダリング」（インドネシア語｜逐次通訳）

7月13日［土］ 14：00-18：00
国際シンポジウム2019

「エキシビション・メイキング：
 文脈を繋ぐ、作る、届ける現代美術」
（日英同時通訳）

アデ・ダルマワン、ジーベシュ・バグチ、飯田志保子、マーク・テ、
アンドリュー・マークル、崔敬華

7月14日［日］
17：00-18：00　　　
小原真史
レクチャー

「不在の身体と写真」（日本語）

19：00-20：00
志賀理江子＋清水チナツ＋長崎由幹
レクチャー

「ヒューマン・スプリング」（日本語）

7月15日［月・祝］ 14：00-15：00
古市保子　演出‖マーク・テ
レクチャー・パフォーマンス

「アジアを歩く」（日本語）
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参加無料（事前申込制、先着順）｜定員100名｜日英同時通訳

［主催］ 国際交流基金アジアセンター
［共催］ 東京芸術劇場（公益財団法人東京都歴史文化財団）

エキシビション・メイキング：
文脈を繋ぐ、作る、届ける現代美術

[Installation & Video Documentation]

July 10（Wed）, 2019- July 15（Mon）
Open hours 13：00-18：00（Last day closed 17：00）
Admission Free 

Ho Tzu Nyen, Carlos Celdran, chi too, 
Farish A. Noor, Kohara Masashi, Okui Lala, 
Nishio Kaori, Janet Pillai

[Lecture & Lecture Performance & Symposium]
Admission Free (signing up in advance necessary) 
Capacity: 100 seats each

July 10（Wed） 19:00-20:30
Ho Rui An
Lecture Performance

Asia the Unmiraculous

July 11（Thu） 19：00-21：00
Mark Teh + Idaka Kumiko
Special Guest: Thongchai Winichakul
Introduction by curators and the guest speaker

Geo-Bodies across Eras

July 12（Fri） 19:00-20:30
Irwan Ahmett & Tita Salina
Lecture Performance

Name Laundering

July 13（Sat） 14：00-18:00
International Sumposium 2019

Trading Places：
Artists, Curators, and Exhibition Making 
across Multiple Contexts
Ade Darmawan, Jeebesh Bagchi, Iida Shihoko, 
Mark Teh, Andrew Maerkle, Che Kyongfa

July 14（Sun）
17:00-18:00
Kohara Masashi
Lecture

Missing Bodies and Photography

19：00-20：00
Shiga Lieko + Shimizu Chinatsu +  
Nagasaki Yoshitomo
Lecture

Human Spring

July 15（Mon） 14：00-15：00
Furuichi Yasuko 　Directed by Mark Teh
Lecture Performance

Jalan–jalan di Asia (Wandering in Asia)

［スケジュール］
13：40 　開場
14：00-14：05　主催者挨拶 （国際交流基金アジアセンター）
14：05-14：10　企画について （モデレーター）
14：10-14：40　発表 1 　マーク・テ
14：40-15：10　発表 2 　飯田志保子
15：10-15：30　討論
15：30-15：35　（休憩）
15：35-16：05　発表 3 　ジーベシュ・バグチ
16：05-16：35　発表 4 　アデ・ダルマワン
16：35-16：55　討論
16：55-17：00　（休憩）
17：00-18：00　全体討論
 

Program
14：00-14：05    Welcome by The Japan Foundation Asia Center
14：05-14：10    Opening Remarks by the Moderators
14：10-14：40    Presentation 1: Mark Teh
14：40-15：10    Presentation 2: Iida Shihoko
15：10-15：30    Discussion
15：30-15：35    (Break)
15：35-16：05    Presentation 3: Jeebesh Bagchi
16：05-16：35    Presentation 4: Ade Darmawan
16：35-16：55    Discussion
16：55-17：00     (Break)
17：00-18：00    Plenary Discussion

July 13（Sat）, 2019　14：00-18：00　
Tokyo Metropolitan Theatre Gallery 1
Admission Free (signing up in advance necessary)  Capacity: 100 seats 

Japanese –English simultaneous interpretation available 

[Organizer] The Japan Foundation Asia Center

[Co-organizer] Tokyo Metropolitan Theatre (Tokyo Metropolitan Foundation for History and Culture) 




